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対象疾患 高悪性度亜型乳癌をはじめとする幅広いがん種 

アセットの概要 

 

幅広いがん種で高発現を示すヒストン修飾酵素遺伝子のプロモーター活

性を制御するチロシンキナーゼを同定するシステムを構築している。 

関連する研究費 

（申請中を含む） 

無し 

論文、特許、共同研究、

grant 

Fujii S, et al. MEK-ERK pathway regulates EZH2 overexpression in 

association with aggressive breast cancer subtypes. 

Oncogene. 2011;30:4118-28. 

 

                        

https://www.ncc.go.jp/jp/epoc/division/pathology/kashiwa/members/030/20170721163712.html
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を誘起する
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を同定し、化合
物ライブラリー
からリード化合
物を探索する 

②EZH2遺伝子プ
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いたルシフェラー
ゼアッセイと化
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からリード化合
物を探索する 

MEK-ERK経路の活性化による 

EZH2高発現機構 

③作用機序の確認 
④がん組織環境因
子への対応につい

ての解析 

⑤動物モデルによ
る治療効果の検証 

リード化合物の決定 

+599 

-696 

+1 

Luciferase 

Elk-1 binding sites 

EZH2遺伝子プロモーター 

プロモーター活性を測定するシステムを利用し、ヒストン修飾遺伝子の転写を制御し、 

薬剤開発に資するチロシンキナーゼを同定することを目指す 
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